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呼吸器感染症 におけ るsparfloxacinの 臨床的検討

岳中耐夫 ・志摩 清

熊本市立熊本市民病院内科幸

新規 ピリドンカルボン酸系合成抗 菌剤sparfloxacin(SPFx)の 呼吸器感染症21例 に対す る臨

床効累は著効8例,有 効12例,無 効1例 であ り,有 効率は95.2%と 高か った。起 炎菌13株 の う

ちPseudomonas aeruginosaの3株 は除菌 されず、菌消失率は76.9%で あ った。副作用は認め

られなか ったが,臨 床検査値異常変動を3例 に認めた。

以上より,本 剤は呼吸器感染症 に対 して有用性の高い薬剤 であ ることが示唆 された。
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Sparfloxacin(SPFX)1)は 大 日本製 薬㈱ 総合 研究

所 で 開発 され た新 規 ピ リ ドンカ ルポ ン酸 系 合成 抗菌

剤 で あ る。 本剤 は既 存 の同 系統 の薬 剤で は 作用 の弱

か った肺 炎球 菌,マ イ コプ ラズ マ,ク ラ ミジア,結

核菌,非 定 型抗 酸 菌な どに 対 して も強 い抗 菌作 用を

示 し,グ ラ ム陽性 菌を は じめ グ ラム陰性 菌,嫌 気 性

菌 な ど に対 し幅 広 い抗 菌 スペ ク トル を 有 す る。 ま

た,そ の組 織 移行性 は良好 で あ り,血 中 半 減期 も約

16時 間 と長 い ことが特 徴で あ る。

今回,著 者 らはこのよ うな基礎的評価をふまえ,本 剤

の呼吸器感染症に対す る臨床的検討を行 った。

対象は平成元年1月 か ら平成元年7月 までの間に当院

を受 診 し,試 験参 加 の 同意 の 得 られ た21例 で あ る

(Table1)。 性 別は男性11例,女 性10例 で年齢 は17

～76歳(平 均48 .7歳)で あ った。対 象疾患 と して は,

急性気管支 炎13例,慢 性気管支炎の急性増悪2例,気

管支拡張症5例,肺 炎1例 であ り,そ の感染症重症度は

全例軽症～中等症であ った。 これ らの症例に対 し,1回

100～150mgを1日2～3回(1日 投 与量200～450

mg),7～28日 間投 与 し,総 投 与量は1.4～7.Ogで

あった。

効 果判定 は,臨 床 症状,末 梢血 白血球数,血 液像,

CRP,血 沈,胸 部X線 所見,菌 の消長,喀 痰量 とその

性状な どに より著効(excellent),有 効(good),や や

有効(fair),無 効(poor)の4段 階で判定 した。

なお,本 剤投与中に本剤 との因果関係が否定できない

副作用(ア レルギー症状,消 化器症状,中 枢神経症状な

ど)の 出現がないか否か調査するとともに,本 剤投与前

後に臨床検査を施行 して,臨 床検査値異常の出現の有無

をみ た。

臨床 効果は著効8例,有 効12例,無 効1例 で有効率

は95。2%で あ った。 無効 症 例 は,気 管 支 拡 張 症 に

Pseudomonas aeruginosa感 染 を認 め た症 例 であ っ

た。 本症 例 は 本剤 使 用前 にofloxacinに よ り治 療 を

行 って いたが,咳 嗽 ・喀痰が増 悪 したため無効 と判断

し,本 剤に変更 し経過観察 したが,咳 嗽 ・喀痰量 とその

性状に変化な く,検 査成績 に も改善が認め られ ない こと

か ら無 効 と判定 した。起炎菌であ るP.aeruginosaに

対す る本剤のMICは0.78μg/mlで あったが,菌 の消

失 は認あ られなか った。

細菌学的効果の検討は12例 より分離 され た13株 につ

いて行い,13株 中10株 が消失 した(消 失率76.9%)。 す

なわ ち, Staphylococcus aureus 3株,  Haemophilus

influenzae 2株 Streptococcus pneumoniae, Esch-

erichia coli, Klebsiella pneumoniae, Klebsiella

oxytoca, Xanthomonas maltophilia 各1株 は除菌さ

れ たが,P.aeruginosaに つ いては3株 とも除菌 され

なか った。

副作用は全例 に認め られなかったが,臨 床検 査値異常

変動を3例 に認 めた。症例8で は好酸球 ・好塩基球の増

多,症 例20で は白血球数の減少,症 例21で はGOT・

GPTの 上昇を認めたが,そ の程度は軽度であ り,特 に

処置を必要とする もので もなかった。

呼吸器感 染症21例 について本剤の臨床効果,安 全性

について検討 したところ,臨 床効果で は95.2%と 高い

有効率 が得 られた。 この成績 は本剤 が経 口剤 であ るた

め,投 与症例がすべて中等症 以下であったことを考慮 し

て も十分満足で きる ものであ ったといえ る。今回の検討

では,1日2～3回 投与によ り治療を行 ったが,本 剤の

血 中半 減期が約16時 間 と長 いことお よび気道への移行
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Table 1-1. Clinical results of sparfloxacin therapy

a) before•¨alter *during 

b) P: purulent PM: mucopurulent M: mucous œO: <50•`•† 10ml +: <10ml-: none
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Table 1-2. Clinical results of sparfloxacin therapy

性が良好 であることを考慮す ると,1日1回 投与でも十

分に臨床効果 は期待できる もの と考え られ る。細菌学的

効果で は,本 剤 に感受性 のやや低いP.aeruginosaは

すべて除菌されなか った。 この中には唯一の無効例 も含

まれてお り,本 菌感染例が いずれ も気管支拡張症を伴 う

症例であ り,既 存構造の器質的変化が認 められるため,

一般的に投与薬剤の有効病 巣濃度が得 られ難い こと も影

響 してい ることが考え られる。本剤の組織移行性が優れ

て いるとはいえ,こ うい った器質的変化が認め られる症

例 に対す る投 与につ いては今後 さらに検討を加える必要

性が あろ う。ア レルギ ー症状,消 化器症状,中 枢神経症

状 などの副作用は認め られず,臨 床検査値異常変動 も3

例 に軽度認め られ ただけで,本 剤の有効性 と考え合わせ

てみると,本 剤 は有用性の高い薬剤であることが示唆さ

れ た。
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SPARFLOXACIN IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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A new fluoroquinolone, sparfloxacin, was used to treat 21 patients with respiratory tract 

infections. 

The clinical efficacy was evaluated as excellent in 8 patients, good in 12 and poor in 1. The 

overall efficacy rate was 95. 2%. 

The bacteriological eradication rate was 76. 9%. All causative organisms except for Pseudomo-

nas aeruginosa were eradicated. 

There were three cases of abnormal laboratory findings. 

From the above results, we consider sparfloxacin to be a useful drug in respiratory tract 

infections.


